The Symbolism of Snake in Medieval Narrative by 王  立雪
中世説話における蛇観念
著者 王  立雪
雑誌名 東北宗教学
巻 7
ページ 119-154
発行年 2011-12-31
URL http://hdl.handle.net/10097/60961
中世説話における蛇観念
王立雪
キーワード 中世説話、蛇観念、因果応報、輪廻転生、悪業
はじめに
人類と蛇の交渉の歴史は深くて長い。実際、蛇は、家畜や狩猟の対象となる
動物に比べると、ありのままの姿で確認されることはそれほど多様ではないが、
文芸や宗教の中に描き挙げられてきたものは多いと小島は述べている［小島
1991 : 5］。最も初期の人類が描いた絵の中には、蛇に似た形状を特徴とする
ものがあり、上部旧石器時代の人類が道具や武器に蛇を彫り込んだり、装飾の
モチーフに使ったりしたのではないかと思われる。貝本の縄文土器の特徴とし
て、文様は変化に富み、種々のモチーフが用いられ、装飾は時に容器としての
土器からかけ離れるほどにふんだんに盛り込まれるなどが挙げられるが、特に
動物の装飾文様が多く、その中でも活力に溢れる蛇造型が異彩を放っている。
そんな中、吉野は、これら縄文土器は、煮沸や貯蔵などの用途だけに使用され
たのではなく、祭杷、呪術、儀式に用いたと推測できるという［吉野 1979: 
165-212］。ここでの推測の域を出ない蛇観念は、上代に入ってから、文字記
録の起こりにより、具体化の模様を呈している。日本の古文献、とりわけ記紀
及び風土記に見られる蛇は、山の神、水神、雷神などとして扱われ、祖先神に
まで高く位置づけられていた。しかし、蛇は力強く、毒があり、気が荒く、復
讐心が強いという恐ろしい習性等から、人間に畏怖されていたD このとき、尊
敬の感情とは裏腹に、嫌悪なども蛇に対する感情の中に含まれていただろう。
蛇は、崇る神、荒神、怨霊などとして扱われ、人間に災厄や災難をもたらす象
徴としていた。八世紀初期には、すでに、蛇信仰は盛期をすぎ、蛇は嫌悪され
始めたが、依然として畏怖の対象であったと中村は述べている［中村1984:
115］。しかし、これらの古文献によると、蛇に対する尊敬の念どころか、畏怖
心も、だんだん衰弱していたことがわかった。また、国家体制の変化と稲作、
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金属などの伝来による生業形態の変化と文字や仏教の伝来による文化の変化に
ともない、蛇観念も大きく変化していった。筆者は、中世の蛇観念について考
察したい。
本論における中世とは、日本史の時代区分における、鎌倉幕府が聞かれた建
久3年（1192年）から、江戸幕府開設の慶長8年（1603年）までの時期をいう。
平安時代に現れた説話文学は中世に最盛期を迎える。説話文学が、平安時代中
期以後盛んになる唱導説教と深く関連していることは、すでに福田によって明
らかにされている［福田 1976: 9 -17］。中世になると、庶民を信仰へ導い
たり、教訓を授けたりするために、僧侶や隠者、貴、族などによってさらに多く
の説話集が編まれた。本論では、中世の説話のうち、代表的な 『発心集J、『古
事談J、『宇治拾遺物語J、『古今著聞集J、『沙石集Jをとりあげ、蛇に関する説
話を検討し、中世における蛇概念を考察したい。
『発心集JI 
『発心集Jに見られる蛇に関する説話は、次の三話である。
巻1-8 佐園、華を愛し、蝶となる事付六波羅寺幸仙、橘木を愛する事
この話の付属、「六波羅寺幸仙、橘木を愛する事」という部分は、蛇に関係
している。長年、道心深く修行を続けていた僧が、橘の木に執着し、そのわず
かの執念のために、蛇に生まれ変わった。『日本法華験記』上一37と『今昔物
語集j13-42にも、類話がある。これらの結末では、僧が、法華経のおかげで、
蛇道2から離れて、浄土へ行ったとある。『発心集』には、僧の蛇道離脱につい
て言及はされていなかったが、おわりに、「すべて、念々の妄執、一々に悪身
を受くる事は、はたして疑ひなし」という解説があり、何事も、 一瞬一瞬にお
1 1215年ごろ成立か。編者：鴨長明。『発心集』は、出家・遁世・往生謹などの話を中心に
収録している鎌倉初期の仏教説話集である。人間の内面に踏み込んだものが多い。
2 蛇道：六道の畜生道と派別範轄のもので、人が、死後蛇身を得て、日に三度の熱苦を受け
ること（［古事談続古事談』 p.228注を参照している）。熱苦は三熱の苦であり、竜蛇の類
が受ける三種の苦のこと。熱風熱砂に身を焼かれる苦、暴風に衣服を奪われる苦、金趨鳥に
捕食される苦 （『今昔物語集3j p.54 -p.55を参照している）。
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こる執着の心、その一つ一つが死後の悪身転生の原因となってしまうことは、
まったく疑いのないことである。つまり、輪廻転生の概念を宣伝し、人が死後、
蛇道に陥る原因は執着の心にあることが読み取れる。
巻4-9 武州入間何沈水の事
この話の中における蛇の登場はわずかであったが、洪水に流された官首が、
途中で大蛇に巻きっかれてしまい、気味が悪いと思ったとあることから、蛇は
嫌悪されている動物として登場したことがわかるD
巻5-3 母、女を妬み、手の指馳に成る事
再婚した女は、娘を夫に添わせて身を退いたが、嫉妬により、女の指は蛇に
変わってしまった。そしてのちに三人とも出家し、蛇に変わった指は元の指へ
と戻った。ここでは、人の死後において蛇に変身するのではなく、生きている
ときにおいて体の一部分一一指が蛇になってしまっ弐という様に描かれている。
原因は嫉妬であったが、のちに後悔して償いをしたことにより、罪を滅したと
いう描写が、前述の『日本法華験記』と『今昔物語集Jにおける法華経により、
僧が蛇道から救われるという考えに合致する。また、最後の解説部分には、「女
のならひ、人をそねみ、物をねたむ心により、多くは罪深き報ひ得るなり。」
とある。つまり、女の習性として、人をねたみ、物をうらやむ心を持っている
ので、その多くは、罪深い報いを受けるものであるとしている。死後、女が蛇
に生まれ変わるという説話は中古・中世によく見られる主題である。これらは
みな女の罪深さを表し、また、女の習性と蛇の性格を結びつけ、その関連を示
している。また、因果応報の思想も話の中に盛り込まれている。
『発心集Jにおいて、蛇は上述以外にも、三箇所3＇こ現れたが、そこでは蛇
は説話の根幹に関係はなく、最後の説明の部分に、悪い動物として登場するの
みであった。『発心集jの中の蛇は、嫌悪されている動物や、執着・嫉妬など
の悪業の報いとして扱われている。話の中には、因果応報と輪廻転生の思想、も
伺うことができる。また、蛇と女の関係も明らかにしている。
3 巻1-6 高野の南に筑紫上人、出家登山の事；巻4 6玄賓、念を亜相の室に係くる事、
不浄観の事；巻7-12心戒上人、跡を留めざる事。
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『古事談j4 
f古事談』における蛇に関する話とそのあらすじは以下の通りである。
①『古事談』巻2-91 「藤原祇子、法花経読諦の老僧に懸想さるる事、祇子
所生の子の事」不犯の行者が愛欲によって蛇道に堕ちた。
②『古事談』巻3-11 「空海和尚・守敏大徳、神泉苑に請雨法験を競ふ事J
空海が池の龍王へ詰雨すること。龍王は蛇の上に乗って登場した。
③ 『古事談』巻3-21 「厳救僧都御廟の本地を夢に見る事、性救僧都御廟の
春属たる事」龍は、雨を司る神であり、請雨の効験に小蛇が現れた。
④ 『古事談J巻6ー11 「清原助元、還城楽を吹いて、蛇難を遁るる事J大蛇
が襲いかかろうとするとき、助元は笛で「還城楽」を吹いて、大蛇は帰り去っ
？こ口
②と③は龍と蛇の関係を示している。②は雨を司る龍王は蛇と一緒に現れた
ことを記述している。③のように、龍は雨を司る神であることを暗示すると共
に、請雨の効験に小蛇が現れることを示し、またこれは 『古事談Jに限らずよ
く見られる描写である。例えば②の類話、 『今昔物語集j14-41にも、空海が
請雨するときに小蛇が現れたとある。つまり、蛇も降雨と関係のある動物であ
るといえる。
つぎに、蛇だけが登場する話に注目したい。①は、愛欲などの悪業のために、
人が蛇道に堕ちてしまい、蛇が淫欲の深い邪悪な存在であることを示している。
④は、蛇退治の話であり、ここでの蛇は、ただの動物であり、退治方法も、お
経の加護などではなく、還城楽という曲である。還城楽は、見蛇楽ともいい、
蛇を食べる西域の人が蛇を見つけて喜ぶさまを示すとともに、悪蛇を退治して
喜ぶさまを演じるともいわれる舞楽である。ここでの蛇は恐ろしい存在であり、
人間に死をもたらす動物である。しかし、簡単に退治できると考えられている。
4 1212年から1215年の問に成立。編者：源顕兼。『古事談』は、平安中期までの史実、有職
故実、伝説を記す説話集である。中世の説話集に説話を供給しており、説話文学の発達を促
している功績が認められる。
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『古事談Jにおける蛇は、雨を司る神である龍と関係深い動物であるD しかし、
蛇は神として扱われてはいなし」 また、人が蛇道に陥る原因を淫欲にあるとし
ていることがわかった。蛇が、神にまで杷られることなく、生賛なども必要と
しない、ひいては崇りもなく、ただの舞楽だけで退治できるものであるという
考えは、蛇に対する感情の変化を現しているのではないだろうかと推測できる。
蛇の神聖性が失わせる一方で、畏怖の感情もだんだん薄くなったといえる。
また、 f古事談』に登場する龍の話も多い。
A 『古事談』巻3-11 「空海和尚・守敏大徳、神泉苑に請雨法験を競ふ
事」空海が池の龍王へ請雨したこと。龍王は蛇の上に乗って登場した。
B 『古事談j巻3-21 「厳救僧都御廟の本地を夢に見る事、性救｛首都御
廟の春属たる事」龍は、雨を司る神であり、請雨の効験に小蛇が現れた。
C 『古事談』巻3-22 「慈恵僧正優鉢羅龍王所奪たる事j八大龍王が海
を渡る。八大龍王は、天龍八部衆の一つであり、雨を司る。
D 「古事談』巻3-79 「請雨啓白の澄憲権少僧都、法験により覚長僧都
に越座の事」干害のとき、天龍が降雨する。
E 『古事談J巻5-23 「白山権現御厨池の事」御厨池という池に、龍王
がいる。誰しもが近づけないところであり、龍王は雷電で人を崇る。
F 『古事談』巻5-24 「聖徳太子廟近く未来記文掘り出だす事」龍王、
雨を司る神。降雨をした。
G 『古事談』巻6-9 「平等院宝蔵の笛水龍由来の事J龍は海神であり、
人間の横笛を望む崇る神である。
AからGまで、すべてが龍に関する説話である。龍は、海神、水神、雨や雷
電などを司る神である。七話のうちの五話に登場する龍は、従者を救ったり、
性格が善良で降雨したりするモチーフにある。EとGに現れた龍は、雷電で人
を崇ったり、人間の所持品を望んだりして、 崇る神として扱われている。
? ?? 】?
『宇治拾遺物語j; 
『宇治拾遺物語』における蛇に関する話は、 57（巻4-5）以外は、すべて
類話がある。
57 （巻4-5) 石橋下蛇事
蛇身を受けたものに救済の機を与えた女が幸福となる話である。蛇は、話の
最初において、恐ろしいもの、崇る動物であると思われたが、崇りはなかったE
この蛇は、前世が女であったが、怨み深いがために、蛇に生まれ変わった。仏
法により救われ、身がまた人に生まれたのである。ここでは、女は怨み深く、
嫉妬しやすい存在であり、嫉妬という悪業の報いどして、人の死後は蛇道に堕
ちるとしている。
60 （巻4-8) 進命婦、清水詣事
『古事談J巻2-91の類話である。不犯の行者が愛欲によって蛇道に堕ちた
という話である。悪業のために、人は蛇道に堕ちる話は、よく中古・中世説話
に出てくる。ここでは、仏教の輪廻転生思想によるものであり、また蛇は淫欲
の深い邪悪な存在の代表として登場している。
87 （巻6-5) 観音経、化蛇輔人給事
『法華験記J下一113と＼『今昔物語集j16-6とは同話である。説教として
の意味が深い説話である。蛇が海上から現れた場面では、海との関連を示して
いる。
177 （巻14-3) 経頼蛇ニ逢事
『今昔物語集j23-22の同話である。川に現れた蛇は、川と関係の深い動物
であることを記述している。経頼は蛇と力で引き合い、蛇に凝視されれば、意
識をとろけさせられるところだが、経頼はそれに堪え、蛇を二つに千切ってし
まったO 『日本書紀』雄略天皇七年七月には、蛇の怪力について側面的に描か
れた記述がある。少子部連蝶歳が力強く、三輪山の神である大蛇を捕らえた。
5 1210年代に成立か。編者未詳。『宇治拾遺物語」は、笑話的・庶民的な話などを雑然と収
録している世俗説話集である。『今昔物語集』と並ぶ説話文学の代表作である。昔話や民間
説話、珍談奇聞などから取材した作品が多く、幅広い世間話集になっている。特に、批判や
教訓を付すことなく、あくまで物語的なおもしろさを追求している点に特徴がある。
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この少子部連蝶嵐が力強いという描写は、一方で、人聞がそれまで神としての
蛇に対して、人間では太刀打ちできなかったという、つまり蛇が力強かったこ
とを側面であらわしていると考えられる。また、この蛇神は雷神の性格を持っ
ており、天皇ですら恐れ、尊敬しなければならなかったことを伺わせている。
また『日本霊異記j上－ 3、中－ 4、中－27、『今昔物語集j23-17、23-18は、
道場法師とその子孫の話である。道場法師は雷より授かった子であり、生まれ
たときに、頭の上に蛇がいたとしている。つまり、蛇は雷神であり、道場法師
は蛇の子孫であることを暗示しているのである。この道場法師とその子孫の共
通点として、力強いことが挙げられるが、力強さが蛇の特徴のひとつであると
いうことがいえる。また、『今昔物語集j29-39は、ある女性が小便をしてい
るところを蛇が見て、欲情をおこし、女性がすくんで動きが取れなくなってし
まうという行がある。相手の意識をとろけさせてしま奇のは、蛇の能力のひと
つであり、習性でもある。このように力強く、相手の意識をとろけさせてしま
う能力を持っている蛇が経頼に負けてしまうということは、経頼の力は、蛇よ
りも強く、蛇の凝視に堪えることができ、蛇を二つに千切るほどであることが
わかる。
従って、『宇治拾遺物語』における蛇は、嫌悪されている動物や、嫉妬・淫
欲などの悪業の報いとして、扱われ、また、蛇と海や、川との関係も示されて
おり、海神や川の神としての名残ではなかろうかと考えられる。しかし、海神
や川の神としての属性に関する記述は無かった。そして、経頼が蛇に勝ったこ
とから、ほかの説話にもあるように、蛇に対する畏怖の感情がだんだん薄く
なってきたことが分かった。
『古今著聞集j6 
『古今著聞集Jにおける動物に関わる説話（五十六もある。抄入と追加補入
を除くと四十九）がほぼ魚虫禽獣の巻に、収録されている。王朝貴族に関する
6 1254年成立。編者：橘成季。『古今著聞集』は、主に平安・鎌倉時代の説話を分類して収
録している世俗説話集である。
? ?
?
っ ???
説話、公卿日記などは多いが、著者が直接見聞したと思われる説話も多く、鎌i
倉時代に入ってからの説話が 『古今著聞集』の全体の三分のーに及んでおり、
魚虫禽獣のような庶民的な活気にあふれた世界を反映する説話を集めている編
も少なくない。ここから中世の人々と動物のかかわりがよく伺えるばかりでは
なく、動物に投影された中世の人々の考え方が読み取れると考えられる。この
『古今著聞集Jにおいて、蛇がどのように描かれているのかを明らかにしたい。
『古今著聞集』の第二十巻、魚虫禽獣編 （第三十編）にみられる動物とその
登場回数は、次の通りである。
蛇5、大蛇4、馬6、猿6、鷹5、牛4、犬4、鴨3、猫2、鼠2、狐2、蛙
2、蟹1、虫 1、白虫（訊）1、亀1、蛤l、龍1、鹿1、小鳥1、烏2、鵜
1、斑鳩1、都鳥1、雀2、鴇3、みさごし鴛驚1、魚、3、鯉1、人魚1、
螺1、鶴1、雁1、蝉1、膳榔1
蛇は頻出し、大蛇とあわせて、 9話もある。出場回数の一番多い動物である。
各巻号と題名は以下の通りである。
①682 「山城国久世郡の掠、観音経の功徳と蟹の報思とにより、蛇の難をの
がれ得たる事J蛇は取られた蛙を放す代償として、人間の娘を要求した。最
後に、蛇は報思する蟹に殺された。
②694 「摂津国ふきやのした女昼寝せしに、大蛇落ち懸かる事」蛇は女を犯
そうとしたが、針 （金物）により退治された。
③695 「渡辺の薬師堂にて、大蛇針付けられて六十余年生きたる事」堂を改
修する際、 屋根裏に釘付けで60余年も生きている蛇を発見した。
④699 「建保の比、北小路堀河辺の女、熱湯を注ぎて蛇を殺し、 崇に依りて
死する事J蛇を殺した女が蛇の崇りにより死んだ。
⑤707 「蔵人所下人末重等、丹波固さん桑原の山にて犬蛇の難に道ふ事」蛇
に追われた人が、杖と山万で防ぎ、生還できた。
⑥710 「寛喜三年夏、高陽院の南大路にて蝦合戦事」ある人が蛙合戦を止め
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ょうとして、その天敵である蛇を投げ入れたのに、役立たなかった。
⑦718 「摂津国岐志の熊鷹、大蛇を食ひ殺す事」鷹が蛇を食い殺した。
⑧720 「或る僧の妻嫉妬して蛇と化し、夫の件の物に食ひ付く事」嫉妬深い
妻が蛇となり、夫の件の物に食いつき、自分も死んだ。
⑨726 「伶人助元、左近府の下倉に召龍められ、笛を吹きて大蛇の難を免る
る事j大蛇に襲われた助元は、還城築という曲を吹き、蛇を退けた。
『沙石集.］ 7 
『沙石集』 における蛇の説話から読み取れる蛇観念は、『古今著聞集」と相
似するところが多い。したがって、ここではあわせて論じることにしたい。以
下の五つは、 『沙石集』における蛇に関する話である。
①7 -2 「妄執ニヨリテ女蛇ト成ル事」稚児に恋し、た娘が、死後に蛇となり、
稚児のもとを訪れた。
②7-3 「継女ヲ蛇ニ合セムトシタル事」継母が娘を沼の主である大蛇に嫁
がせようとしたが、 失敗し、かえって、彼女自身が蛇に纏わりつかれ、蛇に
なってしまった。
③7-4 「蛇ノ人ノ妻ヲ犯シタル事J女を犯した蛇が、女の夫により駆逐さ
れた。
④7-5 「蛇ヲ害シテ頓死シタル事J蛇を殺した人が、蛇の崇りで死んでし
まった。
⑤拾遺61 「蟹の報思J人間の娘を要求した蛇は、報思する蟹に殺された。
中世の場合では、蛇の神性の名残はいくつか見られる口その中の一例を示す
と、オオモノヌシ神婚伝承の類話がある。『平家物語.］ 8巻緒環という話にお
いて、正体が蛇である男は女のもとに夜々通い、女が妊娠して、生まれた子が
出世したという内容のものである。主人公の緒方三郎維義は日向国高千尾の明
7 1283年成立c 編者： 無住道暁。『沙石集』は、仏教の教えを平明に説いた説話を分類して
収録している仏教的説話集である。
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神の五代の孫である。しかし、中世における多くの話と同様に、『古今著聞集』
における蛇の説話において、蛇を神として扱うことはなく、危害を加える動物
として登場する場合が多いのである。『沙石集』もその例外ではない。『古今著
聞集」の682、694、695、699、707、718、720、726話には、蛇は恐るべきもの、
人間に被害を加え、死をもたらすものとして登場している。『古今著聞集Jの
699と 『沙石集』の7-5における蛇のイメージは近いものがあり、蛇を殺し
た人は蛇の崇りで死んでしまうというものだ。ここでは、蛇は崇りやすいもの
であり、恐ろしい怨霊としての側面が強調されている。682には、蛇は取られ
た蛙を放す代償として、人間の娘を要求しているJ最後に蛇は報思する蟹に殺
された。この話の類話は非常に多く、『日本霊異記』中－8、中－12、『法華験
記』下－123、『今昔物語集』 16-16、『三宝絵』中一13、や 『沙石集』拾遺61
などが、あげられる。蛇に対して、上代では、祭記される場合が多いが、中古
や中世では、嫌悪されている蛇は、追い払われたり、忌避されたり、殺された
りする場合が多い。特に682の類話である 『日本霊異記］中－12から、このよ
うな変化が確認できる。蛙を放す条件として、娘はまず「汝為神記」と蛇に提
案し、拒否されたので改めて「替此蝦以吾為汝妻」と条件を示すことになって
いる。ここで蛇は、神聖性がいっそう喪われ、淫欲の深い邪悪な存在に庇めら
れていると守屋は述べている［守屋 1971 : 134-136］。『古今著聞集jにおけ
る蛇は、人に害を与える恐ろしい存在としての何物でもなく、嫌悪され、畏怖
されつつも、忌避される傾向が強いものとして記述されている。
また、加害や崇りといったモチーフのない話は695と710のみである。これら
の話の中に登場する蛇は何らかの象徴的意味はなく、動物としての蛇そのもの
である。特に710話では、ある人が蛙合戦を止めようとして、その天敵である
蛇を投げ入れたのに、役立たなかったとある。ここでは、崇りなどは想定され
ておらず、単なる動物としての蛇が描かれている。 694、726と『沙石集j7 -
4の三話も、蛇が簡単に退治されており、崇りはまったくなかった。また、同
時代の随筆である『徒然草』207段に載っている話も注目に値する。後嵯峨院
が離宮の亀山殿の御所を立てようとしたときに蛇塚が見つかった話である。蛇
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塚は所の神であるという考えから、掘り捨てるべきではないとみんなが述べた
のに対じて、一人が、天皇の治めている国土に住んでいる蛇は、我々が皇居を
建てているのに崇りを起こすはずはないと言い、鬼神の霊は邪道な行為はしな
いのだ、から、堀捨てればよいと主張したo そこで、塚は崩され、蛇は河に流さ
れたのだが、崇りはなかったという。この話における蛇は、土地の神として登
場している。この神に手を出したのであれば、崇りがあると人々は言っている
ことから、この神は、崇りやすい神であることが分かる。しかしながら、この
蛇神が、王土に住んでおり、天皇の行動に対して崇りを起こすはずはないとい
う話から、蛇神は天皇より下位の存在であることも分かつた。また、『日本書紀』
の崇神天皇七年二月一八月の条には、正体は蛇である大物主神の意により、国
家が不穏になり、天皇が大物主神を記ることになったが、天皇が斎戒せずに会
いに行くことで、大物主神が怒ったとあるO この話とl手違い、『徒然草』 207段
の話には、天皇の威厳は、すでに蛇神を超えたという記述がある。つまり、蛇
神の能力も、神聖性も薄くなり、最終的に崇りなどはまったくなかったという
結末も、蛇の崇り神としての側面もしだいに衰弱してきたと考えられる。
694のような蛇は女を犯すあるいは狙うという話は中古・中世の説話集の中
によく出てきている。例えば、「日本霊異記J中－41、「今昔物語集j24-9、「今
昔物語集j29-39、『沙石集』 7-4などである。このような説話は、現代に
おいても、日本各地に多く残されている。これらの話では、蛇は淫欲の深い邪
悪な動物として存在している。
次に、 720話は、 『沙石集』 7-2、7-3と同じく、女としての罪深さを語
る説話である。 720話は、女が嫉妬深い人物であり、蛇となって夫の件の物に
食いつき、自分も死んだ話である。蛇は嫉妬と淫欲の象徴とされている。『沙
石集』 7-2話は稚児に恋した娘が、死後に蛇となり、稚児のもとを訪れる話
である。女が死後蛇になる原因は、淫欲にあると分かつた。また、蛇の特徴よ
り、執着も考えられるだろう。7-3話は継母が娘を沼の主である大蛇に嫁が
せようとしたが、失敗し、かえって、彼女自身が蛇に纏わりつかれ、蛇になっ
てしまう話である。蛇は人間の女と契りを交わすことから、淫欲の深い動物で
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あると考えられる。また、継母が娘に危害を加えようとしたが、失敗し、逆にj
自分に危害が及んでしまったことから、これも因果応報の思想とつながってい：
ると考えられる。
また、中世における人が蛇道に陥る、体の一部分が蛇に変わる、蛇に生まれ
変わる説話も多い。『発心集』巻1-8、5-3、『古事談』巻2-91、『宇治
拾遺物語』 4-5、4-8、『古今著聞集j720、『沙石集』 7-2、『沙石集』
7-3などがあげられる。人が蛇道に陥る、蛇に生まれ変わる原因は、執着、
嫉妬、淫欲などが考えられる。
f古今著聞集』と『沙石集Jにおける蛇は、神どしての名残は薄れており、
恐ろしい怨霊としての側面が強調されている。また、崇りや危害も見られない
話があり、動物の怨霊としての一面も次第に衰弱していったことが伺える。仏
教の信仰と絡まった蛇の説話において、蛇は、執着、嫉妬、淫欲などの象徴と
して考えられている。説話の主人公は僧侶の場合が多く、世俗人の場合はみな
女である。罪の原因については、戒律の違反というよりは、人間的な愛憎、欲
望の果てという場合が多い。これらの話の中では、女の罪深さと蛇が人々に嫌
悪される様子を明白によみとることができる。
まとめ
中世に移ると、蛇は、神としての名残はまだ少し見られるが、本論に取り上
げられた説話において、蛇の神としての属性に関する記述は見当たらなかった。
蛇は、危害を加え、死をもたらす動物として登場するのである。また恐ろしい
怨霊としての側面が強調されているものもある。これらの話から、蛇は人間に
嫌悪され、畏怖されつつも、忌避される傾向が強いものであると分かった。一
方、蛇は単なる動物であるとして扱う場合もあり、追い払われたり、忌避され
たり、殺されたりする場面が多く現れた。また、崇りや危害などが見られない
話もあり、蛇の神聖性が喪失する一方、怨霊としての側面もしだいに衰弱して
きたといえる。蛇に対する畏怖の感情もだんだん薄くなってきたとも考えられ
る。
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この時期では、仏教の受容に伴い、唱導説教と深く関連している説話がさか
んになっていく傾向にあるといえる。蛇に関する説話にも、因果応報、輪廻転
生を語る話が多い。執着・嫉妬・淫欲などの悪業の報いとして、人が死後蛇に
生まれ変わる（あるいは生きているときに蛇に変わる・体の一部分が蛇に変わ
る）話は八つもある。中には、蛇の邪淫な特性を表す話は別段多く、蛇は愛欲
などの煩悩の象徴とされている。また、蛇はよく女の罪深さと関連させ、説話
の中に現れている。
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参考資料
f発，L、集J
巻1-8 佐国、華を愛し、蝶となる事付六波羅寺幸仙、橘木を愛する事
或る人、円宗寺の八講と云ふ事に参りたりけるに、時待つ程やや久しかりけ
れば、其のあたり近き人の家を借りて、旦く立ち入りたりけるが、かくて其の
家を見れば、作れる家のいと広くもあらぬ庭、前栽を、えも云はず木ども植ゑ
て、 上に仮屋のかまへをしつつ、柳か水をかけたりけり。色々の花、数を尽し
て、錦を打ちおほへるが如く見えたり。殊にさまざまなる蝶、いくらともなく
遊びあへり。
事ざまのありがたく覚えて、わざとあるじを呼び出でて、此の事を問へり。あ
るじの云ふ様「是はなほざりの事にもあらず。思ふ心ありて、植ゑて侍り。お
のれは、佐固と申して人に知られたる博士の子にて侍＼~ 0 彼の父、世に侍りし
時、深く花を興じて、折りにつけて是を玩び侍りき。且は、其の心ざしをば詩
にも作れり『六十余国見れど。も、未だあかず。他生にも、定めて花を愛する
人たらんjなんど作り置きて侍りつれば、おのづから生死の会執にもや罷り成
りけん、と疑はしく侍りし程に、ある者の夢に、蝶に成って侍ると見たる由を
語り侍れば、罪深く覚えて、しからば、 若し、これらにもや迷ひ侍るらんとて、
心の及ぶ程植ゑて侍るなり。其れにとりて、唯花ばかりは猶あかず侍れば、あ
まつら蜜なんどを朝ごとにそそき侍る」とぞ語りける。又、六波羅の住僧幸仙
と云ひける者は、 年来道心深かりけるが、橘の木を愛し、いささか彼の執念に
よりて、くちなはと成って、彼の木の下にぞ住みける。委くは伝にあり。
かやうに人に知らるるはまれなり。すべて、念々の妄執、一々に悪身を受く
る事は、はたして疑ひなし。実に、恐れても恐るべき事なり。
巻4-9 武州入間河沈水の事
武蔵の国入間河のほとりに、大きなる堤を築き、水を防きて、其の内に田畠
を作りつつ、在家多くむらがり居たる処ありけり。官首と云ふ男なん、そこに
宗とあるものにて年比住みける。
?????
ある時、 五月雨日比になりて、水いかめしう出でたりける。されど、未だ年
比此の堤の切れたる事なければ、「さりともJと驚かず口
かかる程に、雨沃こぼす如く降りて、おびたたしかりける夜中ばかり、俄に
いかづちの如く、世に恐しく鳴りどよむ声あり。此の官首の家に寝たる者ども、
皆驚きあやしみて、「こは何物の声ぞ」と恐れあへり。官首、郎等を呼びて、「堤
の切れぬると覚ゆるぞ。出でて見よJと云ふ。即ち、引きあけて見るに、 二三
町ばかり白みわたりて、海の面とことならず。「こはいかがせん」と云ふ程こ
そあれ、水ただまさりにまさりて、天井まで付きぬO 官首が妻子をはじめて、
あるかぎり天井にのぼりて、桁・梁に取り付きて叫ぶ。この中に、官首と郎等
とは、葺板をかき上げて棟にのぼり居て、いかさまにせんと思ひめぐらす程に、
此の家ゆるゆるとゆるぎて、つひに柱の根抜けぬ。堤ながら浮きて、湊の方へ
流れ行く。
其の時、郎等男の云ふゃう、「今はかうにこそ侍るめれ。海は近くなりぬO
湊に出でなば、此の屋は皆浪にうちくだかれぬべしD もしやと飛び入りて、泳
ぎてこころみ給へ。かく広く流れちりたる水なれば、自ら浅き所も侍らんjと
云ふを聞きて、幼き子・女房なんど、「我捨てて、いづちへいまするぞjとを
めく声、最も悲しけれど、、とてもかくても助くべき力なし。「我等ひとりだに、
もしゃ」と思ひて、郎等男と共に水へ飛び入る程の心の内、生けるにもあらず。
しばしは二人云ひ合はせっつ泳ぎ行けど、水は早くて、はては行末知らずな
りぬ。官首ただ一人、いづちともなく行かるるにまかせて泳ぎ行く。「力はす
でに尽きなんとす。水はいづくをきはとも見えず。今ぞ溺れ死ぬる」と心ぽそ
く悲しきままに、かこっかきには、仏神をぞ念じ奉りける。「いかなる罪の報
ひに、かかる目を見るらんJと思はぬ事なく思ひ行く程に、白浪の中に、いさ
さか黒みたる処の見ゆるを、「もし、地か」とて、からうじて泳ぎ着きて、見
れば、流れ残りたる麓の末葉なりけり。かばかりのあさりもなかりつD
「ここにてしばし力休めんJと思ふ聞に、四体に悉くまとひっくを、驚きて
さぐれば、皆大ぐちなはなり。水に流れ行くくちなはどもの、此の蓮にわづか
に流れかかりて、次第にくさりつらなりつつ、いくらともなくわだかまりゐた
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りけるが、物のさはるを悦びて巻きつくなりけり。むくっけなく、けうとき事、
たとへん方なし。空は墨を塗りたらんやうにて、星一つも見えず、地はさなが
ら白浪にて、いささかのあさりだになし。身には隙なくくちなは巻きっきて、
身も重く、はたらくべき力もなし。地獄の苦しみもかばかりにこそはと、 夢を
見る心地して、心うく悲しき事限りなし。
かかる聞に、さるべき仏神の助けにや、思ひの外に浅き所にかきっきて、そ
こにてくちなはをば、かたはしより取り放ちてげる。とばかり力休むる程に、
東白みぬれば、山をしるべにて、からうじて地に著きにけり。舟求めて、まづ
浜の方へ行きて見るに、すべて目を当てられず。浪に打ち破られたる家ども、
算を打ち散せるが如し。汀に打ち寄せられたる男女・ 馬牛の類ひ、数も知らず。
其の中に、官首が妻子どもをはじめとして、我が家の者ども、十七人、ひと
り失せでありけり。泣く泣く家の方へ行きて、見れ問、 三十余町白河原になり
て、跡だになし。多かりし在家、たくはへ置きたる物、朝夕よびつかへし奴、
一夜の内にほろび失せぬ。此の郎等男ひとり水心ある者にて、わづかに寿生き
て、明る日尋ね来たりける。
かゃうの事を聞きても、厭離の心を発すべし。これを人の上とて、「我、か
かる事にあふまじ」とは、何の故にかもて放るべき。身はあだに、破れやすき
身なり。世は苦しみを集めたる世なり。身はあやふけれども、いかでか、海山
をかよはざらん。海賊恐るべしとて、すずろに宝を捨つべきにあらず。況や、
っかへて罪を作り、妻子の故に身をほろぼすにつけても、難にあふ事、数も知
らず。害にあへる故、まちまちなり。只、不退の固に生れぬるばかりなん、諸々
の苦しみになんあはざりける。
巻5-3 母、女を妬み、手の指馳に成る事
いづれの国とか、たしかに聞き侍りしかど、忘れにけり。或る所に、身は盛
りにておとなしき妻に相ひ具したる男有りけり。此の妻、先の男の子をなむひ
とり持ちたりける。いかが思ひけん、男に云ふゃう、「我に暇たべ。此の内に
一間あらん座敷に居、のどかに念仏なんどしてゐたらん。さて外の人を語らは
? ?
?
???
んよりは、これにある若き人を相ひ具して、世の中の事沙汰せさせよD さらに
うとらん人よりは我が為にもよからん。今は年高くなりて、かゃうのありさま
事にふれて本意ならず」と云ひければ、男も驚き思へり。むすめも、あるまじ
きやうに云ひけれど、此の事なほざりならず。ともすれば、まめやかに打ちく
どきつつ云ふ事、たびたびになりぬD 「さほど思はるる事ならば、承りぬJとて、
云ふがごとくして、奥の方に据ゑて、男はままむすめなむ相ひ具して住みける。
かくて、時々はさしのぞきつつ、「何事か」など云ふ。事にふれて、妻も男
もおろかならぬやうにて年月を送る程に、ある時、男、物へ至る聞に、此の妻、
母のかたに行きて、のどかに物語などする程に、母いみじう物思へるけしきな
るを、心得ず覚えて、「我には何事をかは隔て給ふべき。おぼされん事はのた
まひあはせよ」と云ふ。「さらに思ふ事なし。ただ、この程乱りここちのあし
くて」など云ひまぎらかす様、ただならずあやしければ、なほなほ強ひて問ふ。
其の時に、母云ふゃう、「誠には、何事をか隠し申さん。ょに心うき事のあ
りけり。此の家の内のありさまは、心よりおこりて申しすすめし事ぞかし。き
れば、誰もさらさら恨み申すべき事もなし。しかあるを、夜の寝覚などにかた
はらのさびしきにも、ちと心のはたらく時もあり。又、昼さしのぞかるる折り
もあり。人のふるまひになりたるこそ思はざりし事かなれど、胸の中さわぐを、
『これ人の科かは。あなおろかの身かな』と思ひかへしつつ過ぐれど、なほ此
の事の深き罪となるにや。あさましき事なむあるjとて、左・右の手をさし出
でたるを見るに、大指二つながら馳になりて、目もめづらかに舌さし出でて、
ひろひろとす。
むすめ、これを見るに、目もくれ心もまどひぬ。又、事も云はず、髪おろし
て尼になりにけり。男帰り来て、これを見て、又法師になりぬO もとの妻もさ
まを変へ、尼になりて、三人ながら同じ様に行ひてなむ過ぎける。朝夕云ひ悲
しみければ、くちなはもやうやうもとの指になりにけり。後には母は京に乞食
しありきけるとかや。
「まさしく見し」とて古き人の語りしは、近き世の事にこそ。
女のならひ、人をそねみ、物をねたむ心により、多くは罪深き報ひ得るなり。
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中々かやうにあらはれぬる事は、悔いかへして罪滅ぶる方もありぬべし。つれ
なく心にのみ思ひくづほれて一生を暮せる人の、強く地獄の業を作りかためつ
るこそ、いと心うく侍れ。いかにもいかにも、心の師となりて、かつは前の世
の報ひと思ひなし、かつは夢の中のすきみと思ひけして、一念なりとも悔ゆる
心を発すべきなり。或る論には、「人もし重き罪を作れども、明かも悔ゆる心
のあれば、定業とならず」とこそ侍るなれ。
I古事談l
2-91 藤原祇子、法花経読諭の老僧に懸想さるる事、祇子所生の子の事
進命婦壮年之時、常参詣清水寺之問、師僧浄行八句者也、於法華経、転読八万四千余
部云云見此女房発欲心、忽病成、巳及死門之問、弟子等成奇問云、此御病非普
通事、有令恩給事林欺、不被仰者、自他無由事也云云1此時僧云、実ニハ自京
被参御堂之女房近馴テ物ヲ申ハヤト思給シヨリ、此三ヶ年成不食病、今ハ己蛇
道ニ入ナントスル、心浮事也、愛弟子一人向女房許、 示此由之処、不廻時刻来
臨病室、病者不剃頭送年月之問、費髪己女日銀針、其克不異鬼形、然而此女敢無
怖畏之気、年来奉窓之志不浅、雄何事候、争奉貴命哉、如此御身クツホレサセ
不給之前、ナトカ不被仰哉云云、此時病僧被界起、執念珠ヲシモミテ日、ウレ
シク令来給タリ、八万余部之転読法華最第一之文ヲマヘニタテマツル、俗ヲ令
生給ハ関白摂政ヲ令生給ヘ、女ヲ令生給ノ＼女御后ヲ令生給へ、僧ヲ令生給ハ、
法務大僧正ヲ生給ヘシト祈畢、即以命終云云、其後此女房寵愛子宇治殿之問、
果奉生京極大殿四条宮覚円座主云云、
3-11 空海和尚・守敏大徳、神泉苑に請雨法験を競ふ事
天長元年二月、天下大以早魅、 1Jj空海和尚奉勅、於神泉苑可修請雨経法者、
子時守敏大徳奏状云、守敏巳是上臆也、同学此経、須先勲行者、依請早修者、
即守敏勲行之、経七ヶ日結願之朝、両京如暗夜、雷響尤盛、甚雨洪水、衆人所
感歎也、但追勅使令検知之処、只両京内、不及山外云云、又令空海和尚勤修同
法、経七ヶ日、 専無雨気、和尚入定思惟、守敏大徳駈取諸龍呪入水瓶也、出定
ゥ ，????
延修二箇日夜、於和尚告云、池中有龍、号日善女、元是無熱池龍王之類所勧請
也、件龍為人有慈不致害心、 貴真言之奥旨、従池中現其形、是則将悉地之成就
也、彼現形如金色、長八寸許、紫金色龍居在長九尺許蛇頂、見之弟子、実恵、
真済、 真雅、真維、堅恵、 真暁、 真然等也、自余弟子不敢能見、具注此由奏問、
小時之問、給勅使和気真網、以御幣種々物等奉供龍王、結願之日、 重雲覆天、
雷鳴四方、忽降膏雨、池水涌満至子火壇之上、自今以後三ヶ日普雨天下、自然
涜池水愁己給、為賀其功、 三月汁五日任少僧都不経律師、
3-21 厳救僧都御廟の本地を夢に見る事、性救僧都御廟の春属たる事
花山僧都厳救祈念云、欲奉見御廟之本地、 屡祈之問、湧雲中現神龍之克、其
雲中又現西塔性救僧都形、佐問云、何此人現形哉、 雲中答云、件僧都可為替属、
の兼現也云云、夢驚心中佐之、遺使者於西塔、尋性救之動静、使者帰来云、十
余日有不例事云云、乍驚行向彼房、示案内、 房主謝遣云、早可被退帰云云、然
而為示此事重示云、面可示事侍由云云、の房主招入臥内、厳救示夢子細、性救
垂感涙云、極楽都率之望、共以可難遂、の成御廟之春属者、菩提早白近欺、発
此願祈請年久、而宿願己成就欺云云、の性救逝去之後、埋御廟之近辺云云、
又恵心僧都早魅之時遣弟で於御廟、令転読大般若経、我又於本房自読最勝王経、
共祈此難、其時小蛇在御廟石畳上、漸蚊入性救僧都墓所之後、自其所小煙昇天、
其煙漸充満天下、成大雲了、 雷電暴雨、 露天下了云云、
6-11 清原助元、還城楽を吹いて、蛇難を遁るる事
伶人助元助種父栖歎依府役慨怠事、被召龍左近府下倉、此下倉ニハ蛇蝶ナル物
ヲト怖畏之問、 夜半許大蛇出来、其頭如砥園師子頭、其眼如銀提、其舌三尺許
ニテ、大口ヲアキテ、己欲成害、助元心神如無、難然ワナ、ク＼／笛ヲ抜出テ、
吹還城楽破、愛大蛇来留テ頚ヲ高クモチアケテ、有閑笛之気色、暫聞テ接帰去
?? ??
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『宇治拾遺物語J
57 （巻4-5) 石橋下蛇事
此ちかくの事なるべし。女ありけり。 雲林院の菩提講に、大宮をのぼりに参
りける程に、西院の辺ちかく成て、石橋ありける。水のほとりを、廿あまり、
所ばかりの女房、中結ひて歩みゆくが、石橋を踏み返して過ぬるあとに、踏み
返されたる橋のしたに、まだらなる小蛇の、きり＼ノとしてゐたれば、「石の
下に蛇のありけるJと見るほどに、此踏み返したる女のしりに立て、ゆら＼ノ
とこの蛇のゆけば、しりなる女の見るにあやしくて、「いかに思て行にかあらん。
踏み出されたるを悪しと思て、それが報答せんと思ふにや。これがせんやう見
むJとて、しりにたちて行に、此女、時＼ノは見かへりなどすれども、我供に、
蛇のあるとも知らぬげなり。
又、おなじゃうに行人あれども、蛇の、女に具して行を、見つけいふ人もな
し。た人最初見つけつる女の目にのみ見えければ、「これがしなさんやう見ん」
と思て、この女の尻をはなれず、歩み行程に、雲林院に参りっきぬ。
寺の板敷にのぼりて、此女、居ぬれば、此蛇ものぼりて、かたはらにわだか
まり臥したれど、これを見つけ、さはぐ人なし。希有のわざかなと目をはなた
ず見る程に、講はでぬれば、女、たち出づるにしたがひて、蛇もつ cきて出ぬ。
此女、これがしなさんやう見んとて、尻にたちて京ざまに出でぬ。下ざまに行
とまりて家あり。その家にいれば、蛇も具して入ぬ。
これぞ、これが家なりけると思ふに、「昼はするかたもなきなめり。夜こそ
とかくする事もあらんずらめ。これが夜のありさまを見ばやjと思ふに、見る
べきゃうもなければ、その家に歩みよりて、「ゐ中よりのぼる人の、行き泊る
べき所も候はぬを、こよひ斗宿させ給なんや」といへば、この蛇のつきたる女
を家あるじと思ふに、「こ、に宿り給人あり」といへば、老たる女、いできて、「た
れか、の給ぞ」といへば、「これぞ家あるじなりける」と思て、「こよひ斗、宿
借り申なりjといふO 「よく侍なん。入ておはせJといふO うれしと思て、入
て見れば、板敷のあるにのぼりて、此女、ゐたり。蛇は、板敷のしもに、柱の
もとにわだかまりであり。目をつけて見れば、此女をまもりあげて、此蛇はゐ
-139-
たり。蛇っきたる女、「殿にあるやうは」など物がたりしゐたり。宮仕する物
也と見る。
か、るほどに、日た c暮れに暮て、暗く成ぬれば、蛇のありさまを見るべき
ゃうもなくて、此家主とおぼゆる女にいふゃう、「かく宿させ給へるかはりに、
緒ゃある、績みてたてまつらん。火ともし給へ」といへば、「うれしくの給たり」
とて、火ともしつ。緒取出して、あづけたれば、それを績みつ、見れば、此女
臥しぬめり。いまや、寄らんずらんと見れども、ちかくは寄らず。「この事、
やがてもつげばや」と思へども、「つげたらば、我ためもあしくやあらん」と
思て、物もいはで、しなさんやう見んとて、夜中の泊るまで、まもりゐたれ共、
つゐに見ゆるかたもなき程に、火消えぬれば、此女も寝ぬ。
明て後、いかcあらんと思て、まどひおきて見れば、此女、よき程に寝起き
て、ともかくもなげにて、家あるじとおぼゆる女にいふゃう、「こよひ、夢を
こそ見つれ」といへば、「いかに見給へばぞj と問へば、「この寝たる枕上に人
のゐると思て見れば、腰よりかみは人にて、しもは蛇なる女のきよげなるがゐ
て、いふゃう、「をのれは、人をうらめしと思ひし程に、かく蛇の身をうけて、
石橋のしたにおほくの年をすぐして、わびしと思ひゐたる程に、昨日、をのれ
がをもしの石を踏み返し松しにたすけられて、石のその苦をまぬかれて、うれ
しと思ひ給しかば、この人のおはし着かん所を見をきたてまつりて、よろこび
も申さむと思て、御供に参りしほどに、菩提講の庭に参り給ければ、その御供
に参りたるによりて、あひがたき法をうけ給たるによりて、おほく罪をさへ滅
ぼして、その力にて人に生れ侍べき功徳のちかくなり侍れば、いよ＼ノ悦をい
たcきて、かくて参りたる也。このむくひには、物よくあらせたてまつりて、
よきおとこなどあはせたてまつるべきなりJといふとなん見つるJと語るに、
あさましくなりて、此やどりたる女のいふゃう、「まことはをのれはゐ中より
のぼりたるにも侍らず、そこ＼ノに侍るもの也。それが昨日、菩提講に参り侍
し道に、その程に行あひ給たりしかば、しりに立て、歩ぷ参りしに、大宮のそ
の程の川の石橋を踏み返されたりし下より、まだらなりし小蛇のいできて、御
供に参りしを、かくとつげ申さむと思しかども、つげたてまつりでは、我ため
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も悪事にでもやあらむずらんとおそろしくて、え申さざりし也。誠に講の庭に
も、その蛇侍しかども、人もえ見つけざりし也。はてて出給しおり、又、具し
たてまつりたりしかば、成はてんやうゆかしくて、思もかけず、こよひこ、に
て夜を明し侍りつる也。’ この夜中過るまでは、此蛇、柱のもとに侍つるが、明
て見侍つれば、蛇も見え侍らざりし也。それにあはせて、か、る夢がたりをし
給へば、あきましく、おそろしくて、かくあらはし申なり。今よりは、これを
ついでにて、なに事も申さん」など、いひかたらひて、後はつねに行かよひつ＼
知る人になん成にけり。
さて、この女、ょに物よく成て、この比は、なにとは知らず、大殿の下家司
のいみじく徳あるが妻に成て、よろづ事叶てぞ有ける。尋ばかくれあらじかし
とぞ。
60 （巻4-8) 進命婦、清水詣事
今は昔、進命婦、若かりける時、常に清水へ参りける問、師の僧、きよかり
けり。八十のものなり。法華経を八万四千余部、読たてまつりたる者也。此女
房を見て、欲心をおこして、たちまち病となりて、すでに死なんとするあいだ、
弟子どもあやしみをなして、問ていはく、「この病のありさま、うちまかせた
る事にあらず。おぼしめす事のあるか。仰られずは、よしなき事也」といふO
この時、かたりていはく、「まことは、京より御堂へ参らる、女房に、近づき
なれて、物を申さばやJと思しより、此三ヶ年、不食の病になりて、いまはす
でに蛇道に落なんずる。心うき事也JといふO
こ、に弟子一人、進命婦のもとへ行て、この事をいふ時に、女な、程なく来
れり。病者、かしらもそらで年月を送たるあひだ、ひげ、かみ、銀の針をたて
たるやうにて、鬼のごとく、されども、この女な、おそる、けしきなくしてい
ふゃう、「年ごろたのみたてまつる心ざし、浅からず。なに事にさぶらふとも、
いかでか仰られん事、そむきたてまつらん。御身、くづおれさせ給はざりしさ
きに、などか仰せられざりし」といふ時に、此僧、かき起こされて、念珠をと
りてをしもみていふ様、「うれしく、来らせ給たり。八万余部、読みたてまつ
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りたる、法花経の最第一の文をば、御前にたてまつる。俗を生ませ給はば、関
白、摂政を生ませ給へ。女を生ませ給はば、女御、后を生せ給へo僧を生ませ
たまはば、法務の大僧正を生せ給へ」といひおはりて、すなはち死ぬ。
其後、この女房、宇治殿に思はれ参らせて、はたして京極大殿、四条宮、三
井の覚円座主を生みたてまつれりとぞ。
87 （巻6-5) 観音経、化蛇輔人給事
今は昔、鷹を役にて過る物有けり。鷹の放れたるをとらんとて、飛にしたが
ひて行ける程に、はるかなる山の奥の谷の片岸に；高き木のあるに、鷹の巣く
ひたるを見付て、いみじき事見置きたると、うれしく思て、帰てのち、いまは
よき程に成ぬらんとおぼゆる程に、子をおろさんとて、又、行て見るに、えも
いはぬ深山の深き谷の、そこゐも知らぬうへに、いみじく高き榎の木の、枝は
谷にさしおほひたるが上に、巣を食て子をうみたり。鷹、巣のめぐりにしあり
く。見るに、えもいはずめでたき鷹にてあれば、 子もよかるらんと思て、よろ
づも知らずのぼるに、ゃう＼ノ、いま巣のもとにのぼらんとする程に、踏まへ
たる枝折れて、谷に落ち入ぬ。谷の片岸にさし出でたる木の枝に落か冶りて、
その木の枝をとらへてあ、りければ、生たる心地もせず。すべき方なし。見おろ
せば、そこゐも知らず、深き谷也。見あぐれば、はるかに高き岸なり。かきの
ぼるべき方もなし。
従者どもは、谷に落入ぬれば、うたがひなく死ぬらんと思ふD さるにても、
いかずあると見んと思て、 岸の端へ寄りて、わりなく爪立てて、おそろしけれ
ど、わづかに見おろせば、そこゐも知らぬ谷の底に、木の葉しげくへだてたる
下なれば、さらに見ゆべきゃうもなし。目くるめき、かなしければ、しばしも
え見ず。すべき方なければ、さりとであるべきならねば、みな家に帰りて、か
う＼ノといへば、妻子ども泣まどへどもかひなし。あはぬまでも見にゆかまほ
しけれど、「さらに道もおぼえず。又、おはしたりと，も、そこゐも知らぬ谷の
底にて、さばかりのぞき、よろづに見しかども、見え給はざりき」といへば、「ま
ことにさぞあるらん」と人々もいへば、行かずなりぬ。
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さて、谷には、すべき方なくて、石のそばの、折敷のひろさにできし出たる
かたそばに尻をかけて、木の枝をとらへて、すこしも身じろぐべきかたなし。
いさ、かもはたらかば、谷に落入ぬべし。いかにも＼／せん方なし口かく鷹飼
を役にて世をすぐせど、おさなくより観音経を読奉り、たもち奉りたりければ、
「助給へ」と思入て、ひとへに懇奉りて、此経を夜昼、いくらともなく読み奉
る。「弘誓深如海」とあるわたりを読む程に、谷の底の方より、物のそよ＼／
と来る心地のすれば、何にかあらんと思て、ゃをら見れば、えもいはず大きな
る蛇なりけり。長さ二丈斗もあるらんと見ゆるが、さしにさしてはひ来れば、「我
は此蛇に食はれなんずるなめり」と、「かなしきわざかな。観音助給へとこそ
思ひつれ。こはいかにしつる事ぞJと思て、念じ入てある程に、た Y来に来て
我ひざのもとをすぐれど、我を呑まんとさらにせず。た Y谷よりうへさマまへの
ぽらんとする気色なれば、「いか cせん。た Cこれに玖付たらば、のぼりなん
かしjと思ふ心っきて、腰の万をやはらぬきて、此蛇のせなかにつきたてて、
それにすがりて、蛇の行ま、にひかれてゆけば、谷より岸のうへざまに、こそ
＼ノとのぼりぬ。
その折、此男離れてのくに、万をとらんとすれど、強く突きたてにければ、
え抜かぬ程に、ひきはづして、背に万きしながら、蛇はこそろとわたりて、む
かひの谷にわたりぬ。此男、うれしと思ひて、家へいそぎて行かんとすれど、
此二三日、いさ、か身をもはたらかさず、物も食はずすごしたれば、影のやう
にやせきらぼひっ＼かつがっと、ゃう＼／にして家に行っきぬD
さて、家には、「今はいか cせん」とて、跡とふべき経仏のいとなみなどし
けるに、かく思ひかけず、よろぼひ来たれば、おどろき泣きはぐ事かぎりなし。
かう＼ノのことも語りて、「観音の御たすけとて、かく生きたるぞ」とあさま
しかりつる事ども、泣＼ノ語りて、物など食ひて、その夜はやすみて、つとめ
て、とく起きて、手洗ひて、いつも読み奉る経を読んとて、引あけたれば、あ
の谷にて蛇の背につきたてし万、此御経に「弘誓深如海」の所に立たる見るに、
いとあさましなどはおろかなり。「こは、此経の、蛇に変じて、我をたすけお
はしましけり」と思ふに、あはれにたうとく、かなし、いみじと思ふ事かぎり
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なし。そのあたりの人々、これを聞きて、見あさみけり。
今さら申べき事ならねど、観音をたのみ奉んに、そのしるしなしといふ事は
あるまじき事也口
177 （巻14-3) 経頼蛇ニ逢事
昔、経頼といひける相撲の家のかたはらに、ふる川のありけるが、深き淵な
る所ありけるに、夏、その川近く、木陰のありければ、かたびらばかり着て、
中結ひて、足太はきて、またぶり杖と云物っきて、小童一人供に具して、とか
くありきけるが、涼まんとて、その淵のかたはらの木陰に居にけり口淵青く、
おそろしげにて、底もみえず、童、薦などいふ物、生いしげりたりけるを見て、
汀近く立てりけるに、あなたの岸は六七段斗はのきたるらんと見ゆるに、水の
みなぎりて、こなたざまに来ければ、何のするにかあらんと思ふ程に、此方の
汀近く成て、蛇の頭をさし出でたりければ、「此蛇大きならんかし。とざまに
のぼらんとするにやjと見立てりける程に、蛇、頭をもたげて、つくづくとま
もりけり。いかに思ふにかあらんと思て、汀一尺ばかりのきて、はた近く立て
見ければ、しばしばかり、まもり＼ノて、頭を引入てけり。
さて、あなたの岸ざま午、水みなぎると見ける程に、又こなたざまに水浪立
ちて後、蛇の、尾を汀よりさし上げて、我が立てる方ざまにさし寄せければ、
此蛇、思ふゃうのあるにこそとて、まかせて見立てりければ、猶、さし寄せて、
経頼が足を三返四返ばかりまとひけり。いかにせんずるにかあらんと思て立て
る程に、まとひえて、きし＼ノと引ければ、川に引入んとするにこそありけれ
と、その折に知りて、踏みつよりて立りければ、いみじう強く引と思ふ程に、
はきたる足太の歯を踏み折りつO 引倒されぬべきを、かまへて踏直りて立れば、
強く引ともおろかなり。引き取られぬべくおぼゆるを、足を強く踏み立てけれ
ば、かたつらに五六寸斗、足を踏み入て立りけり。よく引なりと思程に、縄な
どの切る冶やうに、切る、ま、に、水中に血のさとわきいづるやうに見えけれ
ば、切れぬるなりけりとて、足を引ければ、蛇引さして、のぼりけり。
その時、足にまとひたる尾をひきほどきて、足を水に洗ひけれども、蛇の跡
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失せざりければ、「酒にてぞ洗ふjと人のいひければ、酒とりにやりて、洗ひ
などして後に、従者どもよびて、尾のかたを引上げさせたりければ、大きなり
などもおろかなり。切口の大き、わたりー尺ばかりあるらんとぞ見えける。頭
の方の切れを見せにやりたりければ、あなたの岸に大なる木の根のありけるに、
頭の方を、あまた返りまとひて、尾をさしおこして、足をまとひて引なりけり。
力の劣りて、中より切れにけるなめり。我身の切る、をも知らずヲ｜けん、あさ
ましき事なりかしD
其後、蛇の力のほど、いくたりばかりの力にかありしと、こ、ろみんとて、
大なる縄を蛇の巻きたる所に付て、人十人斗してヲ｜かせけれども、「猶足らず、
＼ノ」といひて、六十人斗か、りてヲ｜ける時にぞ、「かばかりぞおぼえし」と
いひける。それを思ふに、経頼が力は、さは百人斗が力を持たるにやとおぼゆ
るなり。
『古今著聞集J
682山城国久世郡の娘、観音経の功徳と蟹の報恩とにより、蛇の難をのがれ
得たる事
山城の国久世郡に人のむすめありけり。をさなくより観音につかへけり。慈
悲深くしてものをあはれぶに、人、かにをとりて殺さんとしけるを見て、あは
れみて買ひとりて、はなちてけり。その父、田をすかすとて田づらにいでたり
ける時、くちなは、かへるをのみでありけるを、うちはなたんとすれども、は
なたざりければ、誠になほざりがてら、「そのかへるはなて。さらばわがむこ
にとらん」といひかけたりける時、くちなは、このぬしが顔をうち見て、のみ
かけたるかへるをはき出して、薮の中へはひ入りぬ。「げにはよしなきことを
もいひつるものかな。くちなははさるものにであるに」と、くやしく思へどか
ひなし。きて家に帰りぬD
夜にも入りぬれば、いかがと案じゐたるに、五位のすがたしたる男いりきた
れり。今朝の御やくそくによりて参りたるよしをいふO さればこそ。いよいよ
あきましく悔しき事限りなし。何といふべきかたなくて、今両三日をへて来た
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るべきよしをいひければ、則ち帰りぬO むすめ、このことを聞きて、おぢわな
なきて、寝どころなどふかくかためて隠れゐたり。両三日をへてきたり。この
たびはもとのくちなはのかたちなり。むすめのかくれゐたる所を知りて、その
あたりをはひめぐりて、尾をもちてその戸をたたきけり。これを聞くに、いよ
いよおそろしき事せんかたなし。心をいたして「観音経」をよみたてまつりて
ゐたり。
かかるほどに、夜半ばかりにいたりて、百千のかにあつまりきて、この蛇を
さんざんにはさみきりて、かには見えず。この事、信力にこたへて観音加護し
給ふゆゑに、かにまた思を報じけるなり。その夜「観音経」をよみたてまつり
て、他念なく念じ入りたりけるに、御たけ一尺ばかりなる観音現ぜさせ給ひて、
「汝、恐るる事なかれ」と仰せられけるとぞ。このむすめ、七歳より「観音経」
をよみたてまつり、十八日ごとに持斎をなんしける。十二歳よりは、さらに「法
華経j一部をよみたてまつりてけり D 法力、誠に空しからず。現当ののぞみ、
たれかうたがひをなさんや口
694摂津国ふきやの下女昼寝せしに、大蛇落ち懸かる事
摂津の固ふきやといふ所子、下女ありけり。夏、ひる寝したりけるに、家の
たるきに大きなるくちなは、まとひっきでありけり。この女のうへにて尾をば
たるきにまとひて、頭をさげて落ちかからんとしけるが、またひきかへしひき
かへしする事、たびたびになりにけり。女の夫、「ふしぎのゃうかな」とおも
ひて、「ことのやう見はてんJと思ひて、追ひも退けずして、かくれよりのぞ
きゐたり。かくたびたびしけれども、いかにも落ちかからざりければ、あやし
くて女をよりて見れば、かたびらのむねに大きなる針をさしたりけるが、きら
きらとして見えけり口「もしこれに恐るるか」と思ひて、針をぬきて、またも
との所にて見るに、やがてくちなはおちかかりにけり。その時、よりてうちは
なちつ。すなはち女おどろきて語りけるは、「夢にもあらず、うつつにもあらで、
うつくしき男のきて、われを懸想しつるを、なんぢきて、おひさまたげつるな
りjとぞいひける。
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さらば人の身には、鉄のたぐひをば必ず持つべきなり。わづかなる針にだに
毒虫おそれをなすことかかり。いはんや太万においてをや。かならず武勇をた
てずとも、まもりのために持つべき事なり。
695渡辺の薬師堂にて、大蛇釘付けられて六十余年生きたる
渡辺に往年の堂あり。薬師堂とぞいふなる O 源三左衛門かけるが先祖の氏寺
なり。つがふの馬の允が時、この堂を修理しけるに、もとこけらぶきにてあり
けるが、年久しくなりてみな朽ちくさりて侍りけるを、葺きかへむとて、うへ
をとりゃぶりて侍りけるに、大きなるくちなはありけり。なにとかしたりけん、
おほきなる釘にうちつけられて、年比はたらきもせで、かくてありけるなり。
その時この堂建立の年紀をかぞふれば、六十余年になりにけり。そのあひだか
くうちつけられながら、 生きでありける命ながさ、~そろしき事なり 。 その蛇
のありけるしたの裏板は、あぶらみがきなどをしたるやうにて、きらめきたり
けり。いかなるゆゑにか、おぼつかなし。これはまさしくかけるが語りけるな
り。
699健保の比、北小路堀河辺の女、熱湯を注ぎて蛇を殺し、崇に依りて死す
る事
健保の比、北の小路堀河辺の在家に女ありけり。湯をわかして、かまの前に
火をたきてゐたりけるに、 三尺ばかりなるくちなはいりきて、そのかまのまへ
なる鼠の穴へ入りにけり。女おそろしく思ひて、「いかがせまし」と思ひたる
所に、隣なる女きたりけるに、「ただいまかかる事こそありつれ。ょにけむつ
かしくてJなどいふを聞きて、この女、「何かおそれ給ふ。いとやすくしたた
めてん。そのにえたる湯を穴のくちにくみ入れ給へ。さらばあっさにたへずし
てはひ出でなん」といふD 「まことに」とて、いふまま、にかへりたる湯を穴
の口にくみ入れたりけるほどに、案にたがはず、くちなはいでて、びりびりと
ひろめきて、やがて死ぬ。「かしこく教へて、むざんなれども、いかがはせむj
とて、すててけり。
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その次の日の未の時ばかりに、その湯くみ入れよと教へつる女、俄かにやみ
いでて、「あらあっゃ、あらあっやJとをめきいり、くるめくことおびたたし。
験者を呼びていのらするに、くちなはの霊、病者にあらはれて、「いかにいの
るとも、かなふまじ。大路にてわらはべにさいなまれつるたへがたさに、しば
し身をたすからむとて、その穴にはひ入りたるは。なにの苦しければ、よしな
きことをばいひ教へて、わが命をば殺しつるぞ」といひて、やがてとり殺して
けり。その身を見れば、くちなはのやけたりけるにたがはず、ただれやぶれた
りけり。その刻限も、やがて昨日くちなはのやかれたりしほどなりけり口かゃ
うの事は、ながく人のすまじきことなり。
707蔵人所下人末重等、丹波国桑原の山にて大蛇の難に遇ふ事
後堀河院御位の時、所の下人末重、丹波の国桑原の御厨へ供御備進のために
くだりける時、件のみくりやに山あり、その山にわさびおほくおひたるよしを
聞きて、ともにまかりけり。或る山伏のありける、一人同道してゆきたりける
に、件の山には八尾といふ蛇あり D ながさ二丈あまりばかりなり。かまくびを
たてて、その二人のともがらにかかりて、おほくちをあきてのまんとしけり。
さわぎまどひてにげけかども、はやきことかぎりなくて、いかにものがるべき
かたなし。そこに栗の木のありける本に杖のありけるをとりてむかひあひたり D
山伏はうちがたなをぬきてむかふ。この時、蛇えよらで、しじかまりたりけり。
末重、「にげんには、いかにもおひ伏せられぬべし。またいつをいっと、かく
てためらひたてらむぞJと思ひて、杖をよこたへて、そばよりするするとより
て、くびのねをつよく打ちたりければ、うたれてひるみける所を、山伏うちが
たなをもできり伏せつ。そののち希有の命生きて、両人帰りけり。
710寛喜三年夏、高陽院の南大路にて蝦合戦の事
寛喜三年夏の比、高陽院殿の南の大路に堀あり。蝦数千あつまりて、方きり
てくひあひけり。ひとつがひ、ひとつがひくひあひて、或いはくひ殺され、或
いはかたいきしてはらじろになりでありけり。またもまたもおほくあつまる事
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かぎりなし。あるもの、心見にくちなはを一つ求めて、その中へなげいれたり
けるに、すこしもおそるる事なし。くちなはもまたのまんともせず、にげさり
にけり。京中のもの、市をなして見物しけり。ふるくも蝦のたたかひはありけ
るとかや。
718摂津国岐志の熊鷹、大蛇を食ひ殺す事
摂津の国岐志の庄に、一丈あまりばかりなる蛇の耳おひたる、時時出現して
人をなやましけり。見あふものかならずやみければ、この蛇いでたると聞きて
は、村人、門戸をとぢてにげかくれけるほどに、同じ住人左近の将監なにがし
とかやいふなるをのこ、熊鷹を飼ひけり。或る日、この蛇いでたりけるに、例
のことなれば、里の人かくれまよひけるに、蛇、熊鷹に日をかけてはひゆく。
熊鷹もまた身をほそめ毛をひきて蛇に目をかけてあ、りけるほどに、しばしばか
りありて、この蛇、熊鷹のをりのもとにすでにちかづきぬ。件のをりは、ほそ
き木をっちにうちたてである物にて侍るを、この蛇、をりのはさまよりかしら
をさし入れてのまむとするを、熊鷹、蛇のかしらよりしも五六寸ばかりをさげ
て、むずとつかみてけり。つよくつかまれて、蛇、をりをひしひしとまきける
が、次第につよくまかれて、をりのやのうへやぶれて。一所へとりょせたるや
うになりにけり。しもはっちにうちいれたれば、はたらかず。そのとき熊鷹、
蛇のくびをくひきりにければ、まとひっるもとけにけり。それより蛇失せて、
人なやむ事なくなりて村里のよろこびにてぞありける。
720或る僧の妻嫉妬して蛇と化し、夫の件の物に食ひ付く事
白拍子ふとだまわうが家にある女に、ある僧通ひけるを、本妻あさましく物
ねたみのものにて、「いかにせむJとねたみけれども、なほもちゐず通ひける
ほどに、建長六年二月二日の夜、またこの僧、かの女に合宿して、ことどもく
はだてけるが、その女をこそするに、本妻をする心地におぼえければ、あやし
うおそろしくおぼして、ひきはなれて見れば、この愛物の女なり。またすれば、
本妻をする心地なり。なほおそろしくおぼえければ、はひおりたりけるに、
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五六尺ばかりなる蛇、いづくよりかきたりつらん、件のかしらにあやまたずく
ひっきにけり。ふりはなたんとすれども、いよいよくひっきて、口はさけけれ
どもはなれざりける時に、しかねて、かたなをぬきて蛇の口をさきてけり。き
かれて、やがて蛇は死ぬ。そののちこの僧、件の物はれて、心身もなやみて、
いける正体もなかりけり。件の蛇をば堀川にながしたりければ、京わらはべあ
つまり見けり。まことにや、この本妻もその夜よりなやみて、やがて失せにけ
ると申し侍り。おそろしき事なり。
726伶人助元、左近府の下倉に召鐘められ、笛を吹きて大蛇の難を免るる事
（抄入）
伶人助元、府役慨怠の事によりて、左近府の下倉にめしこめらる。「この下
倉には、蛇蝿のすむなるものをJと、おそれをなすところに、案のごとく夜中
ばかりに大蛇きたれり。かしらは師子に似たり。まなこはかなまりのごとくに
て、三尺ばかりなる舌をさしいだして、大口をあきてすでにのまんとす。助元、
たましひ失せながら、 最後とおもひきりて、こしなる笛をぬきいでて、還城楽
の破をふく。大蛇きたりとどまりて、くびをたかくもてあげてしばらく笛を聞
く気色にて、かへりにけり。
暦応二年十月一八日、六旬の老筆を染めて二十帖の写功を終りぬ。且つは当
時の徒然を休めんが為、且つは後日の才学に備へんが為なり。秘蔵すべし、秘
蔵すべし。
老桑門在剤
沙石集
7-2 妄執ニヨリテ女蛇ト成ル事
鎌倉ニ或人ノ女、若宮ノ僧正坊ノ児ヲ態テ病ニナリヌ。母ニカクトツゲタリ
ケレパ、彼児ガ父母モ知人ナリケル僅ニ、此由申合テ、時々見ヲモカヨハシケ
レドモ、志モナカリケルニヤ、ウトク成ユク程ニ、ツイニ思ヒ死二死ヌ。父母
悲シテ、彼骨ヲ善光寺ヘ送ラムトテ、箱ニ入テ置テケリ。其後此児又病付テ、
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大事ニ成テ物狂ケレバ、一間ナル所ニヲシコメテ置タルニ、人ト物語ル聾シケ
ルヲ怪ミテ、父母物ノヒマヨリ見ケレバ、大ナル蛇ト向テ物ヲ云ケルナルベシ。
ツイニ失ニケレバ、入棺シテ、若宮ノ西ノ山ニテ葬スルニ、棺ノ中ニ大ナル蛇
アリテ、児トマトハル。ヤガテ蛇ト共ニ葬テケリ。サテ彼父母、女ガ骨ヲ善光
寺ヘ送ル次ニ取分テ、鎌倉ノ或寺ニ置ントテ見ケレパ、骨ノサナガラ小蛇ニ成
リタルモアリ、中ラ斗成リカ、リタルモアリケリ。此事ノ＼彼父母、或僧ニ孝
養シテタベトテ、アリノ佳ニ此様申ケルトテ、同法ノ僧、槌ニ聞テ語リキ。僅
二十年ガ中ノ事也。名モ承シカドモ、偉リテ注サズ。此物語ハ、多クハ嘗世ノ
事ヲ記スル故ニ、其所ソノ名ヲ隠ス事アリ。不定ノ故ニハ非ズ。槌ノ事共也。
凡ソ一切ノ蔦物ハ、一心ノ饗ズルイハレ、始而不可驚ト云ヘドモ、此事近キ不
思議ナレバ、カワユクコソ覚エ侍レo
執着愛念ホドニ恐ルベキ事ナシ。生死ノ苦ノ久ク「流転ノヤミガタキ、只此
愛欲ノイタス所ナリ。悌神ニモ祈念シ、聖教ノ中ノ封治ヲモ尋テ、此愛欲ヲタ
チ、此敵ヲ打テ、農賓ニ解脱ノ道ニ入リ、自性清浄ノ程ヲ見ルベキナリ。愛執
ツキザレバ、欲網ヲ不出。可恐々々。
何ノ園トカヤ、或尼公、女ヲ我夫ニアハセテ、我身ハ家ニ居テ、女ニ力、リ
テ侍ルガ、指ノ蛇ニ成リタルヲ包、嘗時アリト云ヘリ。昔モ斯ル事、設心集ニ
見ヘタリ。
7-3 継女ヲ蛇ニ合セムトシタル事
下線園ニ、或女人、繕女ノ十二三斗ナルヲ、大ナル沼ノ畔ヘ具シテ行テ、此
沼ノ主ニ申ス。「此女ヲ参テ、聾ニシマイラセン」ト、タビ＼ノイヒケリ。或時、
世間スサマジク風吹キ、沼アレタル時、又例ノ様ニイフニ、此女殊ニ恐シ夕、
身ノ毛イヨ立。沼モ水浪タテ、風荒クシテ、世間モ暗ク覚ヘケレバ、急、ギ逃テ
家ヘ蹄ルニ、物ノ追心地シケレバ、禰ヲソロシナシンド云バカリナシ。サテ、
父ガアリケルニトリ付テ、斯ル事コソアリツレト云。サル程ニ母モ内ヘ逃入ヌ。
其後、大ナル蛇来テ、頭ヲアゲ、舌ヲウゴカシテ、此女ヲ見ル。父、下璃ナレ
ドモ、サカ＼ノシキ物ニテ、蛇ニ申シケルハ、「此女ハ我女也。母ハ纏母ナリ。
??? ???
我ガユルシナクテハ、争カ取ルベキカ。母ガ詞ニ不可依、妻ハ夫ニ随フ物ナレ
バ、母ヲパ心ニ任ス。 トルベシ」ト云時、蛇、女ヲバ捨テ、母ガ方ヘハイユキ
ヌ。其時父此女ヲ具シテ逃ヌ。此蛇母ニマトヒ付キヌ。母モ物狂シク成テ、既
ニ蛇ニ成リカ、リタルト聞エキ。文永年ノ夏此、此事申出テ、来八月三日大雨
大風吹テアレタラム時、可出ト申ト沙汰シキ。賓ニ彼日ヲビ夕、シクアレテ、
雨風烈ク侍リキ。正ク出ケル事ハ開ザリキ。人ノ為ニ腹悪キハ、糠テ我身ニヲ
イ侍ルニコソ O 因果不可疑。
7-4 蛇ノ人ノ妻ヲ犯シタル事
中比遠江園ノ或山里ニ、所ノ政所ナル俗アリケリ。サカ＼／シキ物ナリケリ ι
他行ノ隙、 妻重寝シ、久クヲドロカザリケルヲ、夫婦テ寝屋ヘ入テ見レバ、
五六尺斗ナル蛇マトハリテ、口サシ付テ臥シタリ。杖ヲモテ打放テ申ケルハ、
「親ノ敵キ宿世ノ敵ト云ツレバ、子細ニ不及、殺害スベキ事ナレドモ、今度斗
ハ許ス。自今以後、斯ル僻事アラバ命絶ベシj ト云て、杖ニテ、スコシ打ナヤ
シテ、山ノ方ヘステツ。後五六日アリテ、家ノ中ノ男女、驚キサワグ。「何事ゾ」
トトヘバ、「蛇ノヲビ夕、シク集リ候」ト云。主、「ナサワギソ」トテ、直垂キ
ヒモサシテ、出居ニヰタリ。一二尺ノ蛇、頭ヲ詑テ、ヒマモナク四方ヲ園テ、
庭ノキハマデ来ル。サシマサリタル蛇、ツマキテ幾千寓トモ数ヲ不知。ハテニ
ハー丈二三尺バカリナル蛇、左右ニ五六尺斗ナル蛇、十斗グシテ来ル。皆頚ヲ
アゲテ舌ヲウゴカス O ヲソロシナムド云斗リ無シ。女共ハ、肝魂モナキ憶也。
今ハカウニコソト思テ、主申ケルハ、「各ナニシニカク集リ給ヘルゾ。大方難
存知侍リ。但一日メラベ書眠シタリシヲ、蛇ノ犯タル事侍リキ。親リ見ツケテ
侍リシカバ、宿世ノ敵タル上ハ命ヲ絶ベカリシヲ、慈悲ヲ以テ助テ、後ニ斯ル
事アラバ命ヲ絶ベシトテ、杖ニテスコシ打ナヤシテ、捨タル事侍リキ。此事ヲ
各聞給テ、某ガ僻事トバシ思テヲワシタルニヤ。人畜異ト云ドモ、物ノ道理ハ
ヨモカワリ侍ラジ。妻ヲ犯シテ、恥ガマシキ事ニ逢、情ケアリテ命ヲ助ケナガ
ラ、猶僻事ニ成テ、横サマニ被損ゼ事コソ、無断次第ニテ侍レO 此事三賓モ知
見シ、天神地祇、党王帝棒、四大天王、日月星宿等モ、日本ノ諸神モ御照覧ア
っ ?????
レO 一事モ虚詮ナシ」と、事ウルハシクカキックロヒテ云ケレパ、大蛇ヨリ始
テ、頚ヲ一度ニサゲテ、大蛇ノソバニ、一日ノ件ノ蛇ト覚ヘタル、ーカミ＼ノ
テ返ル。コレヲ見テ、ア受ユル蛇、一口ヅ、噛テ、ミソ＼ノトカミナシテ、山
ノ方ヘ隠テ後、スベテ別事ナカリケリ。サカ＼／シク道理ヲ申述テ、災ヲ遁レ
タリケルコソ、カシコク覚ユレD道理ヲモ申述ズシテ、トカク拒ガマシカパ、ュ、
シキ災ナルベシ。物ノ命ヲ害スル事、慣ムベキ物ナリ。
7-5 蛇ヲ害シテ頓死シタル事
下州ニ或俗、路ノ傍ニ大ナル木ノ虚ヨリ、大蛇ノ頚ヲ指出シタルヲ見テ、「何
ヲ見ルゾ。悪キ物カナJトテ、頭ヲツヨク、ハヤニテ射付ケタリケリ。サテ打
捨テ行程ニ、大ナル沼ノ遺ヲ打廻テ行ニ、水ノ上ニ瀞物アリ。見レバ、大蛇ノ
ー丈斗ナルガ、頚ニ矢タテナガラ水ヲ瀞て来リけり。え待ウケテ射殺シツ。サ
テ家ヘ返リツカズ、撫而狂物ワシクテ、種々ノ事ドモ云テ、狂ヒ死ニ死ニケリ。
無詮事シテ、今生モ夫亡シ、 来生モ苦果ヲコソウクラメ。是ハ憾ニ人ノ名モ所
ノ名モ承シ事也。チカキ程ノ勝事也。ナニノ社トカヤノ神ニテゾ、ヲハシケル
トゾ、沙汰シ侍リシ。
同園ニアル沼ニテ、魚ヲ取ル者アリ。岸ノ下ノ穴ノ中ヨリ、魚多ク出ケリ。
イクラト云数ヲ不知。能々 是ヲ入テミレバ、小キ瓶子ノ中ヨリ魚出ヅ。不思議
ノ思ヒヲナス程ニ、ハテニ瓶子ノ中ヨリ小蛇ー尺斗ナルーツ出タリ。是ヲトテ
串ニサシテ道ノ傍ニ立テ、家ニ返テ魚サバクリケル所ニ、串ニサシナガラ蛇来
レリ。糠而打殺ツ。コロセバ来＼ノル。サキニ殺シタルモアリナガラ重テ来ル。
イクラトモ敷モ不知。ハテハ身ノ毛イヨダチ、心地ワビシクテ、騰、而ヤミ狂テ
死ニケリ。無レ詮事ハイカニモスマジキ物ナリ。加様ノ僻事印報事ノ無キヲモ
テ、人因果ノ信ゼザルハ愚ナリ。業ヲ造テ果ヲ感ズルニ、三ノ様アリ。ーニ現
報ト云は、擁、而此生ニ報。サキノ蛇ノ知シG 二ニ生報ト云ハ、次ノ生ニ感ズ。
後報ト云ハ、三生、四生乃至無量生ヲヘテモ朽シテ感ズ。アマリニ重キ業ナン
ドハ膿而感ズ。 軽ハ久クシテ感ズル也。人ノ思モ切ニ悩モフカキハ、撫而今生
感ジ、代々ノ霊トマデ成ル也。可恐事也。
?????
The Symbolism of Snake in Medieval Narrative 
Lixue WANG 
There is a long history off connection between human being and snakes. This 
can be seen in literatures and religions. Snake in ancient Japanese literatures has 
been shown as the god of mountain, the god of water, and the god of thunder, and 
some are even shown as the ancestor god. However, in addition to the respect for 
thesnakes, feelings of reverence, awe, and disgust can also befound in the literes. 
Besides, due to the change of time, the symbolism of' snake has been drastically 
changed. In this paper, a discussion is presented tocusing on the symbolism of 
snake in medieval Japanese narratives. Upon entering the medieval, narrative 
literature has been related closely to instructional Buddhist preaching. Many tales 
in this era are influenced by and associated with Buddhism. Snake related 
narratives often contain stories of retribution, and reincarnation. Relic of snake as 
a god is sometimes hidden behind the tales even though most are described as an 
animal to harm human beings. Snake, symbolized, as a god to be prayed, has then 
turned to be an evil animal. 
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